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　非活動的大陸である南極大陸の縁辺や内陸部には山地や高地が存在する（例えば，南極横断山脈、セール･ロ

ンダーネ山地を含むクィーンモードランド山地、ガンブルツェフ山地など）ことは，古くから注目されてき

た．活動的大陸縁辺の山脈の成因については，プレートの沈み込みに伴う，現在の造山帯として説明できるの

に対して，これらの非活動的大陸縁辺山地の成因は，どのように説明できるのだろうか？特に，南極氷床の形

成開始時期や第四紀の南極氷床高度を復元する上で，氷床に覆われている南極内陸山地が，なぜ，いつ形成さ

れ，隆起が継続してきたのかどうかを検討することは重要である．南極大陸縁辺の海底地形や氷床下の基盤地

形については、近年の海底地形探査やアイスレーダー探査によって、次第にその詳細が明らかになってき

た。この講演では、上記の問題を検討するために，南極大陸の地形・地質や地球物理学的資料（基盤地形、海

底地形、重力異常図、氷床流動速度分布図）を示して、今後の定量的議論に向けてどのような研究が必要なの

かについて考察したい。
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